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会長退任挨拶

まずは、みなさま、1年間ありがとうございました。

台風が直撃ということで最後までひやひやしましたが、何とか無事に最終例会を開催でき
ましてホッとしております。

皆様のご協力のおかげで、準備期間も含めると1年半、会長の職務を全うすることができま
した。皆様からいただいたご意見、アイデアを元に皆さんと一緒に作り上げながら新しい
ことにチャレンジできたことは楽しかったです。

宮田さんが次年度掲げているのは「エンジョイロータリー」です。私は今年度、入会以来
で一番充実したロータリーライフを楽しむことができました。

今年度は「南のあたたかい風を多くの人に届けよう」を合言葉にし、①例会の充実②多く
の方を巻き込む奉仕活動③ロータリーの認知度アップを目標に掲げました。

１．例会の充実に関しては、

（１）プログラム委員会の予算が削減された中で、宮田プログラム委員長を中心に委員の
皆様にご尽力いただき、大変すばらしい卓話者を呼んでいただきました。ありがとうござ
いました。

（２）ロータリーの月間テーマに沿って、卓話の時間にクラブフォーラムを開催しました。
クラブフォーラムを開催することで会員同士のコミュニケーションが増えお互いの理解に
もつながったと思います。

米山月間では川﨑委員長のアイデアにより、米山が身近なものになりました。奨学生のチ
ョパ君とも仲良くなれました。川﨑委員長ありがとうございました。
皆様から米山へ沢山のご寄付をいただきました。米山へのご協力ありがとうございました。

（３）ロータリーの月間テーマに関しては、毎月ロータリーの友の発表の際に、研修委員
会の皆様に触れていただきました。これにより、月間テーマが何なのか、会員の皆様に意
識いただけたと思います。青柳委員長はじめ委員の皆様、ロータリーの友の発表ありがと
うございました。

（４）例会の際には、ゲスト・ビジター、卓話テーマ、卓話者、合唱の歌詞などが、きれ
いな写真付きでスクリーンに表示されていました。これは髙橋例会運営委員長に作成いた
だいたものです。高橋委員長、大変お忙しい中ありがとうございました。また、例会運営
委員会の皆様には、合唱の指揮や出席発表いただきました。ありがとうございました。

（５）今年度は、会員が参加しやすい移動例会を企画しよう、ロータリーファミリーにも
多く参加いただこうということで、「やかた」例会を開催しました。当日は天気もよく、
花火も直前に解禁になり、皆さんと楽しむことができました。ロータリーファミリーを含
め多くの方にご参加いただきありがとうございました。運営にあたりましては、藤塚委員
長を中心に親睦活動委員会の皆様にはご尽力をいただきました。例会受付やスマイル発表
もありがとうございました。

（６）今年度通算３０００回記念例会を開催しました。当日は８７名もの方にご参加いた
だきました。横浜南ロータリークラブの仲間を増やすために、入会するかどうかではなく、
まずは横浜南ロータリークラブに関係する関係人口を増やせればと考えました。
結果、たくさんのゲストにお越しいただき、八木澤さんにご入会いただきました。

やはり、ロータリーを知っていただく機会をコンスタントに設けることが仲間を増やすの
に必要だなと感じました。

会員増強に関しては、新堀委員長はじめ委員の皆様、会員の皆様に動いていただきました。
ありがとうございました。
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仲間を増やすために、次年度以降も南の関係人口を増やす動きを進めていただければと思
います。

（７）以上のように、皆様のご協力のおかげで例会を充実させるため様々なチャレンジが
できました。ただ、例会に音楽がないとさびしいです。橋本先生がケガをされていた間、
ピアノの音がないさびしさを痛感しました。橋本先生、ピアノ演奏とすばらしい歌声で例
会を華やかにしていただきありがとうございます。

２.多くの方を巻き込む奉仕活動について
（１）今年度はお金だけを出す活動を極力しないという方針に基づいて、永島職業奉仕委
員長、水谷社会奉仕委員長、澤田国際奉仕委員長、井原青少年奉仕委員長を中心にして、
各委員会で活発に議論いただき、充実した奉仕活動を行っていただきました。
やはり、委員会が開催されて皆さんでアイデアを出し合う時間は大切だなと思いました。
職業奉仕活動では単なる職場見学にならないよう工夫をこらしていただきました。

井原委員長にはインターアクト委員長を兼任いただき、さらに青少年交換でも色々とご尽
力いただきました。

国際奉仕では海外に行かずとも可能な奉仕活動を実践いただきました。

社会奉仕は数が多い中、一つ一つ丁寧に活動ができるよう水谷委員長にはご尽力いただき
ました。

永島委員長、井原委員長、澤田委員長、水谷委員長、ありがとうございました。

（２）多くの人を巻き込むという点では、3月に開催された和の集いを、国際奉仕、社会奉
仕、青少年奉仕の合同開催として、インターアクト、ローターアクト、ご家族の方など多
くの皆様にご協力いただきました。留学生の方たちが楽しんで最後まで残ってくれたこと
が心に残っています。
ご協力いただきました皆様ありがとうございました。

和の集いでは、ロータリーの認知度アップのためプレスリリースにもチャレンジしました。
残念ながら取材にきてもらえませんでしたが、チャレンジできたことは良かったと思いま
す。

この和の集いがきっかけで、日本語学校で学んでいる留学生たちとの交流が新たに始まり
ました。一つの活動が次につながっていく、良い流れだなと思います。

（３）ロータリー財団地区補助金を使わせていただき、水谷委員長を中心として社会奉仕
活動を行いました。

今年度、武居財団委員長を中心として、委員の皆様のお声掛けにより沢山のご寄付が集ま
りました。ありがとうございました。
このご寄付が回り回って当クラブの活動に使われます。
次年度へ向けてロータリー財団地区補助金申請もしております。
みなさま、今後も財団へのご協力よろしくお願いいたします。

（４）ローターアクトとの連携ですが、藤井ローターアクト委員長にはアクトとのパイプ
役になっていただきありがとうございました。

アクトと連携して何かできないかと当初考えましたが、中々実現させることはできなかっ
たことが残念です。

３．ロータリーの認知度アップに関して
（１）ホームページの活用に関して、宍戸会報・広報委員長にご協力いただきながら、理
事会にて新しいホームページ運用ルールを決めました。仲間を増やすため、当クラブの活
動を知っていただくことは不可欠だと思います。プライバシーに配慮しつつ、ホームペー
ジを今後もしっかり活用していっていただきたいと思います。
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また、ホームページを刷新するため、現在打合せを進めております。

ホームページを新しくすることで、入会に繋がるように、そして会員の皆様の使い勝手も
良いように、というのを目指しております。

（２）クラブリーフレットの改訂まで手を付けられなかったのが心残りです。が、ホーム
ページを新しくしていく中で、良いリーフレットが出来上がると信じております。

４．持続可能なクラブ運営等
（１）持続可能なクラブ運営や地球環境保護のため、ペーパーレス化を図りました。具体
的には、会報をデータ化、理事会資料の印刷削減、印刷する時は両面印刷をするなどです。
小さなことの積み重ねだとは思いますが、「よいことのために手を取りあう」と謳ってい
るロータリーが、こういったことに主導的役割を果たす必要はあると考えます。
会報のデータ化に際しては、伊藤副会長にご尽力いただきました。また、時間がない中、
会報のチェックを宍戸委員長をはじめ会報委員の皆様にしていただきました。ありがとう
ございました。

（２）鳥山戦略計画委員長の発想力はすごいなと思います。ぜひ、クラブの未来のため、
次年度もよろしくお願いいたします。

（３）会場監督の小原さんには、SAAをお願いしたとき、足の手術をされるということで、

手術後の足のご状態が心配でしたが、一度も例会を欠席されませんでした。赤いタスキを
している小原さんを目にすると安心して例会に臨めました。ありがとうございました。

（４）会計の小野澤さんには、会計ソフトの入れ替えなどお忙しい中ご協力いただきあり
がとうございました。会計に関して、私自身分かっていないこともあり、小野澤さんに任
せきりになってしまいました。これから決算に向けて分からないことがあったらお聞きす
ると思いますが、よろしくお願いいたします。

（５）伊藤副会長にはポイントポイントで大変助けていただきました。冷静に状況を把握
いただき、私が気づいていない点や抜けている点をベストなタイミングで埋めていただき
ました。おかげさまで様々なことが円滑に運びました。

雄一郎さんが会長の時に幹事にご指名いただき、会長も雄一郎さんのご指名でした。雄一
郎さんには、このような機会をいただけたことを感謝しております。ありがとうございま
した。

（６）佐藤幹事には実務面で大変お世話になりましたし、ご相談した際には私の意を汲ん
だ形で、しかし、各方面への配慮もされているアドバイスをいただきました。今年度の理
事会では毎回議案が10数個に及び、議事録を取るのも大変だったと思います。しっかりと
実務面でとりまとめていただいたことで、安心して物事をすすめることができました。あ
りがとうございました。

（７）事務局のゆみさんにも大変お世話になりました。幹事の時もゆみさんとよく電話し
ましたが、会長の時もけっこう電話で話しました。やはり事務局の助けなくして運営はで
きないなあと思います。

（８）ローズホテルの皆様にもお世話になりました。会場の設営など臨機応変にご対応い
ただいたり、アイコンタクトで動いていただいたり、行き届いたサービスは素晴らしいで
す。ありがとうございました。次年度もよろしくお願いいたします。

５．まとめ
会長退任挨拶を考えていると、当クラブの活動の豊富さにあらためて気づきました。これ
だけの活動を滞りなく実践できたのは、皆様のご理解とご協力があったからです。本当に
ありがとうございました。心より感謝申し上げます。
来月からはゆっくり食事ができるなあと楽しみにしてます。
以上、会長退任の挨拶とさせていただきます。
みなさま、1年間ありがとうございました。

2025-26年度 会長 福本学
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副会長退任挨拶

まずは、福本会長、佐藤幹事、一年間本当にお疲れ様でした。福本会長の有言実行の行動
力と素晴らしいリーダーシップ、そして佐藤幹事の完璧とも言える見事な女房役。私はい
つも陰ながら「最高のコンビだな」と思いながら、この一年間を過ごしてまいりました。
私自身が副会長としてどの程度お役に立てたかは分かりませんが（笑）、こうして無事に
本日の最終例会を迎えられたことに対し、会員の皆様に心より深く御礼申し上げます。本
当にありがとうございました！
私自身、今年度はクラブ奉仕委員長も兼任させていただきました中、かつての「情報集
会」というネーミングを『フレンドシップ・南』と改名し、テーマや議事録を一切なしに
いたしました。開催時間や場所の縛りもなくし、「親睦を目的に、リーダーがやりたいよ
うに進める」という方針で、今年度は2回開催いたしました。
各リーダーからは「とても楽しかった！」という声を多くいただくことができました。正
直、初めての試みでどうなるか分かりませんでしたが、このような声を聞くことができ、
「やってみて本当に良かったな」と実感しております。
「〇〇しなければならない」という強制感よりも、自主性や自発性、そして何より「楽し
い！」という気持ちこそが、会員増強も含めたクラブの発展に繋がるものと確信しており
ます。今年度スタートした『フレンドシップ・南』が、少しでもその一助となっていれば
嬉しい限りです。

次年度は、いよいよ当クラブから宮田ガバナーを輩出する記念すべき一年となります。行
事も盛り沢山ですので、必要に応じて、次年度の蒲副委員長のお手伝いもさせて頂ければ
と考えております。
本日は、この後の懇親会、そして二次会が予定されております。ぜひ皆様、福本会長と佐
藤幹事を大いに労っていただき、楽しい時間を過ごしましょう。

以上をもちまして、副会長の退任挨拶とさせていただきます。一年間、本当にありがとう
ございました！

2025-26年度 副会長 伊藤雄一郎

幹事退任挨拶

皆様、こんにちは。本年度、横浜南ロータリークラブの幹事という大役を仰せつかり、本
日無事にこの日を迎えられましたことに、まずは心より安堵と感謝の気持ちでいっぱいで
す。
この一年を振り返りますと、まさに「光陰矢のごとし」、あっという間の日々でした。
当初は不安しかありませんでしたが、皆様の温かいご支援のおかげにて、なんとか「幹
事」という重責を全うすることができました。

福本会長のリーダーシップに導かれ、我が横浜南ロータリークラブにとって、今年度は非
常に実り多い一年でした。「ゆかた例会ならぬ、やかた例会開催」「3000回記念オープン
例会」「年末交流家族会」など例年とは異なるチャレンジを実行できたことは私にとりま
してもとても良い経験となりました。また、私たちのホームであるローズホテル横浜での
例会では、美味しい中華料理の香りに誘惑されながらも、なんとか進行表から目を離さず
に務めることができました。活動面では、「国際交流''和の集い''」「南区みなっち杯えき
でん」、さらには「ありがとう食堂」などの奉仕活動を通じて、ロータリーの精神である
「奉仕の心」を肌で感じることができました。

言うまでもありませんが、我がクラブは企業経営者や、士業をはじめとする自営業者など
の類稀なリーダーシップの高い方の集団です、日頃から夫々の職場においては明確な指示
を与える事が職務のせいか、クラブ内では日頃から奔放な発言が多く、幹事として取り纏
めには大変苦労し、眠れない日々を過ごしました。しかしながら、そうした日常とは打っ
て変わり、奉仕活動（青少年奉仕や国際奉仕）の現場においては、会員の皆様が一致団結
して一斉に動く姿は、幹事という特等席から拝見していて本当に誇らしく、尊敬の念を抱
かずにはいられませんでした。まさしく横浜南ロータリークラブの「強み」であると再認
識いたしました。
また、福本会長、伊藤副会長とはこの一年、多くの時間を共にさせていただきました。あ
るクラブの幹事さんが「会長・副会長から夜の街の歩き方まで教わった」と仰っていまし








